
栃 木 県′｣､山 の地形と土地利用
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栃木 原 画 書勘 二也 董 す る ノ1､山 番 を 卵 として 選 び ･癖1々 匠‖町 ､薬 町村 合併

(昭 和 3 8 年 〟 Fl /8 日 )i久離 の香 味 区 画 lZよ る /1､山 市 を範 垂 の 対 象 と L Tz o

月､山 香 宙 東 豪 小 ら 80,∠K舵 ､東 北_本 廉 を利 関 して /蔚 噺G70 分＼の 軒 Jこあ

り､人 口 34ダ∠9人 ､面 璃 44i2gK,tp2 であ る ｡ 栗 東 を 中 ′ビt す る宥 和 圏 内

'こ凝 っ て .鉄 連 の 令 痕 点 ､市 中 宜 同 憂 女等鮫 ､ 50 号 鯖 が 皿 適 する 文 選 J)要

衝 を占 め ､璃 泉 の 発 電 軒 等 蔑 こ れ て Llる .萄都 喝 整備軸 面 に基 づ く市街 姓両

産 地 観 の塙 を左 要 せ ､ ユ 場 新選 L二よ り徐 や こ 工業 イヒ町産 ん で:Ltい る p 米 麦 や ,亡

の 等 業 唱 ､郡 市叱 cr)影 響 ti 受 け て ､令 転 換 期 fZTtつ て い る

･1､山 の池 Ff,/母 ､大 別 す る と ､市街 地 め萄 る 洪積 電池 と ､宅の 面倒 の 平蔵 平

野 吃分 け わ 削 る ｡この 台 池 田 ､重い二軍 7'L 乗 出 敵軍 叫 にi っ て良 鼓すtrpt覇 妃

に悔 長 い 台 敗 の /節 分Jで ､匡 ､ヾ乎 握 で .北 林 わ あ に 絶 境 針 して い る .笥 政 府

5 - /♂甥 の 妙 味 電 小 ら Ti･つ てお り ､前 晴 代 の 魁 格 叫 や 噂 tllの粧 橡 物 が ､常

世!紀 後半 V)海選 ほ よ り除塵 LT:-1せの と 考 え ら 肌 番 .砂 線 電 L之d l孟 Iぎ 整 金 的 に

3- 夕77}Zのロ ー′Lム 電が の っ て い る 一 二C)ロ ーム 層 の蝿 徴 応 ､固 lこ≠C･,-∫0ぐ塚

(7)謀 糞 p=1 へ暮 色 の 艶､笛一尺 ミスバ ン ドを玖 ん で し､る こ と で＼あ る ｡

/でミスの 供 給 源 14 空の 外 布 小 わ 東 城 火山 と経 を され て い る _ こ の 竃 他 面 は

夜話J,)(ミ ス が 新味t輿 の 東 泉 パ ミス J)上 世 12あ る こ とザ 竃 わ ら 舵 rzこ と 12よ り

釈敢 野 面 に 対 比 さ 肌 ､a を虻 宵l乗 の 夏 木､面 に 対 比 ご 耽 る ｡ 土 壌 ta ､ Ĵ山 ･異性.

JTJ経 感 も 埴 壌 土 が 貞ど ん どである,,T3も .台 地 画 L=Q ､ 虻 爵 2 ～ 3 7'/Zの ご く糞

し＼樹壊 状 の 谷 tJY経 達 しこいて その後 ･二段 ロ ー ム ta 息 L̂ Q沖 穐 平 野 超現 riの 愚 叫

)=よ っ て 出 泉 をも の で､ ､-戚 泉 下3-cc-j% 前額LZ礁 層 が あ り ､直 乾 表 土 !Z硬 わ

れ ZLlそ ､ロ ーーム は 存 在 し匂 い ｡土 癌 E=癌 壌 土 又 ぷ 壌 土が 大部 分 で あ る Q萄

各 地域 旦 地 形 各 項 性よ っ て 次 の ∂っ 書之外 けT=e

(リ 米蔵 台姓 葡

(,2)谷 亀 平 野画

(3)級 弔 電

C4)竃 斜 面

(5) 舞 鶴 平 野簡

(dj 色感 堤 防

('j) 旧 河 床

(a)現 IT61 床

気 候 岸 ､内覧 項目乙あ る fjttt､漫 画 の 逢せ 30 - 4C,1777の 乎 敗 IZあ る re吟 ､温

和 であ る ･号俸 7K置 屋 少 < 絢 /V=･pc JW71Jf で .雷 難 ほ ぞの 過 半 ～.t策 や し ､冬

窮乾 燥 す る .-jf∂和 =,kj雷 雨 の葛 生oL'多 く .噴 射 勿主 砲 す ｡冬 か ら 番 私 の光
＼

恵乍季 節 風 La､ロ ーム の 土 癌 乙種 観 さ せ る こと が あ る ｡
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凄 窯 土 壁 剰 田 をみ る と ､敗 7*:Y,を 反 映 し て経 営軒 敗 の ∠-/a/b小鳩 ､ 3 0% が

水 団 で ､塘 件 ヰ′-どの 常 幕 政 硬 と し､覚 る _主 毎額 作 物 輯木 簡 ､慈 箱 ､小 泉 ､ビ
■■ ■ I - ●

ー)し安 ､せ 議 そ れ Ir之か ん ぴ ょ う で!あ る ,

･1＼山 穏江 ,P婦吋 に 担 ､宿 易 町 ､市 場 町t-して 宋 之 ､喝 :Ja蒔 代 の 中 観 Fヱ 窺 っ

て鼓 室 が 弼 適 し文選 の 電 池 と持 っ て か ら 置 ､郡 聖 篭 村 の 地 方 中 一亡郭市 と して

洛零 して きた ･ 汝 2 次 世 界 大 戦 礎 ､ェ 素 の大 都 市 衆 や 乃＼ら ､地 方 分 萩 の 傾 向

が強 く 持っ て < ると ､古山 日常 味 の 入 谷 封 と 各 併 し ､市 制夏む し=宅 ,J (昭和

29 琴 4 日 ) ぞ し て鷹 /Jの 萄 利 巧 工鷺 立 地発 年 (包 盛 宋 件 ､社 会 辰年 )乞萄

す る こと か ら ､鏡 像 的 毎 工 場 常 置 壁 肇 をく り広 げ ､そ の 終 采 藍 土讃 尾 野 や 昭

和 77)L三を招 じ 吟 と す る 大 Jh4LO余 の ユ 虜 ボ 静 鼠 され 牡 C

二郎 わ の 工 場 ljI敗 IJZ伴 う 静 市 化 の 彩 管 を 更 け て ､人 口 Ea･酎辺 町村 で Fi滅 少

して Llるの に 対 し ･雫 料 二度 和 し ､産 着 鼓 笛 の 高 専 化 が み ち耽 る .軌ち ､藍

箸別 人 口軌をみ ると ./デ占O等 7Z 牙 /次 蔭 紫 32.9 % . 軒 2 次 置審 ?-/∫%

であ るが ､ r尊 前 L7),ダ∫{聾 と 比 較 す る と ,津 /茨 直 鷲 は PJ∫% の 域 少 ､才

2次 草 葉 良 i,//% の 虞 TJD互 示 し て し-る の であ る /I

賓 粗 鋼土 政利 岡が 域 少 し ､工場 姓や 住 宅 敗 等 の都 市 的 土政利間が磐佃 しつ

つ あ るが ､ そ れ 田 柄 IZ,L山 駅 乗 鞠 の 璃 池 野 tZ巻 しく現 れ てい る .

等質 lニ於 て ta覇 姥 の 掛 ,i,が や < f5っ てい るが ､/戸平 均 /町 3 頁 と い う 比

叡的 広 し､耕 地 面 罵 を椅 ち ( 内 地 平 拘 良 き 畏 )､俄 然 と して 労働 q=iを 牡 の 思 し＼米

麦 勘 L:tの 襲 業 を蒋 - ごい る . 島 鳥 貌 を険 しlて 一顧 農 家 E3.戦 塵 凍 綿 ､頃 金 一

企鴬 的 萄 埠 の JTl̂部 JarC は i リ ､か んぴょう 以 外 l乞田 呼 ,?商 品 摩 物 故 鹿 だ 潜

み きれ ず t?い る . しか し就 労 の 嘆 息 が 多 く与 え られ T宅こ と tZよ り ､薄 紫 観 象

由 碗 少 し ､ 蕪 棄 尊 象が 経 常 に 感 竹 して Llる ｡

'小 山 TZltt田 現 金 収 入 皇 得 J う と す る 撃 家 の 動 きは ､ お よ そ 次 の 2 つ の タ イ70

卜Z打)カ＼肌 る .

/ 商 品 約 束 菜 ､栄 樹 敬 趣 ､竃 考 え行 う 叢 象 _

2 塵 取 鞘 ほ ､世 帯 主 や 叢 習 ま でか 琴 醜 労務 竜 と 伝 っ て 出 像 lご出 る 寒 家 ｡

以 上 tn,iう I,Z朝 雨化の 影 響 を 艶 けて ､高 山 の褒 賞 荷今＼天 童 短 さ医横 軸 IZ TzT{

ご帆 てい る 一

将 来 人 山 軽 工 壌 覇 象 郡 市 は 護で 軽 蔑 す る 官 のと 予 想 さ れ るか わ､経 営 の金

埋 叱互 官 か リ ､商 品 萌 葱 葉 ､雫 鞠 ､番 線 ､.尊 鶴 ､酪廃 寮 を 経 営 内 tヱ取 り入 肌

色 舞 亀 吋 ､多 角 勘 包郡 市 故 知 儀 賓 7=向 う のか 漫 当 と 芦鼠の yLる ,

紗 を近 くiヱ賓 が 短が ら ､離 必 d- 魂 が 寸 外 で､竃 机 つ た り ､萌 垂 4'
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原 点 が 不 明碇 で､あ った り して ､親戚 把 握 亡 え も 十分 に 出 泉 ず ､卑 翰 l=値 する

もの l?葛 わ あが っ た晋 を ､大 寒 橘 亀 <怒 っ てい る ｡

群馬県富岡市の地形と土地利 用

昌 EE) 寿 子

この 寒 害 は ､諏 奄 地 と して 群 馬 常 雷 同 市 を選 び ､この 地 王家を地 形 tt:土地利

用の点 から 考 察 し ､空の 上 で鯉 城 の 性格 を把握 する こ と を 策略 官句 と Lた せ

ので量 る ｡ ｢土地 利 岡 ｣ の 考 寮 lZあ rJつ て Ef､謝魯 蛭 が 奉 養 嘱 群 馬 の 車 で 聖

楕 L二審 蚕 伊 藤 人Ta地 で香 る の で ､_帝 暫 (す巻 蚤 )を中 Lltと LE壌 常 土 地利 鞘

の考 察 1ニー藍虚 言 も し＼た o

富 岡 軒 宙群 馬 束 の 北 西部 ､床 束 か ら 産 額 艶 唯 で,/クCK冴 余 り のと こ ろ に 吐

牽 L てい る . 毒野 乗 と帝鳥 栄 えむ す,Et嚢 要 怒 適 鷹､の -つ .中 仙藍 の賓 街 竜 顔

tニあ り ､青 <Erこ こを選 っ て充.入 す る 文 明 の恩 恵 をう け てい tT-h土 地 であ る｡

騎乗 山 地 の北 棟 都 'こあ り ､地 形 l霊廟 出 の 河岸 碩 血 生中 一亡 と L て ､丘 陵 地仇

ら 山地 を 舎む が ､前 の や ,.ビ部 組 河岸 現 生 上 tZあ る oこの た め 土 池 の 腹 蔵 打

一昭 lヱ宙 煤と rJつ て い る 一 帯 の 産 黄昏 東 宝 み ると ､厳 寒 八 ロが f0 % を こえ

壌者 が 中 心 と たっ て い るが ､覇 虹 lま金属 樺､械卜瑛 67)隻_蔓を行う 工易 の 進 出 も目

立ち ＼終 末 外 らあ る観 衆 薯 k=相 え ＼エ寒 の 仰 t高 く伝- 乙 き てい る ｡

地 形 FJ楕 L,A/iL氏 姓威 gj地 fV,今 頃 宜行 つ 7:-が ､段丘 画 措上 ､牢 ､下 也 の 三顧

l二分万 ら射 た o 二の命､環 ET,結 界的 (=tg今生 この 地 歴 に つ し1て行 Jl)廿で色 土 盤

外壊 覇 堅 く地 形 分､潰 )毎 どの研 究 成 果 と褒 る と ころ 琶 短カ＼つ Teっ この 頃iT画

の うち ､上 也 ､中 性 蘭 (=Eg野 乗 ロ ーム が 被 覆 し こいる O ロ ー ム 担板 勢 力＼つ 色

ノヾ 芸ス 宣 下 恨 IZ立つ 上 部 ロ - ム ヒ ､学の 下 LZ.仁王中 部 ロ _ ムヒ 忍 せつ甘lる ¥の Y

額め われ r? u pod -ノゼ ∠租 ,m 機 丘 蘭 であ る下 政 商 f=宙毅 地 形 が 認 め ら収 ､LEI

自麿 堤防 kJ,抄 礁鹿 筒 どの 噴対 称 こ萄 <､虜 層 tJtt･亜 牡商 店 都 外 ヒ ､慣 珂 蜜 ､旧

得 背竃 地 の部 分が 区別 で きた b これあ の わ ずか 毎線 形 の 逢 し噛 ､土地 糾 間 に

友 媒 さ れ ､相 対 的 /̂2 患 い 都 外 笹 水田 は 糾弼 され て Llる こ とが 多 Llo

土舷利 鞘77＼らみ てせ .素 案 土 地 利鞘琳 土 放 射 間の 曽虹 旦 占め る ｡ 解 放 の うち

では水 田 暮 2タ% とか 菟 LJ少＼怒 < ､適地 利 鞘 ､鮪 に そ の 中 で索 敵 利 田 の軌各

〔終 耕 地 の 3 7% )が 宙 LLの が 萄 敏 で奉 る .轟 の 観癒 え基 硬 にお し､rz轟 蚤 葉

は この地硬 の塵 常 の 中 Itl1位 亀っ て お り ､壕 象 軽 蒼 上 で終 常 7J=豪 雪 短 放置 を 転

封)そし＼る O

この 地 顔 の番 養 莱 首 推 断 二電 し＼低 能 を椅 ち ､才 で Lで江 P 時 代 中東 より寒業

-34-


